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１. 地震の概要 

 

1.1 地震の概要 

 気象庁発表による地震の概要を以下に示す（暫定値を含む）。 

①地震の名称 ：なし（2008 年 7 月 24 日 00 時 26 分ころの岩手県沿岸北部の地震） 

②発生日時  ：2008 年 7 月 24 日（木）0時 26 分 

③震源地  ：岩手県沿岸北部 （北緯 39 度 43.9 分、東経 141 度 38.1 度） 

④震源深さ  ：108 km 

⑤マグニチュード ：6.8 

⑥各地の震度 ：震度 6強～岩手県洋野町 

震度 6弱～青森県八戸市、五戸町、階上町、岩手県野田村 

⑦発生機構     ：太平洋プレート内部の二重地震面の下面側で発生した地震で、太平洋プレ

ートの沈み込む方向に引張軸を持つ正断層型の地震(図 1.2 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図 1.1 震度分布図（気象庁） 
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1.2 余震活動 

 今回の地震の余震活動は低調で、7 月 24 日 15 時現在において、震度 1 以上を観測した余震は、7 月

24 日 11 時 28 分ころの M5.0（速報値）、最大震度 3が１回発生したのみであった。 

気象庁によると、「過去には今回と同じように深いところで発生した地震で震度４なる余震が発生し

た事例がある」としている。なお、1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の震源付近(領域ｂ)で 2001

年 12 月 2 日に M6.4（最大震度 5弱）の地震が発生している。 

 

図 1.2 余震活動の状況とプレート内部の地震発生位置（気象庁） 
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2. 観測加速度  

2.1 K-NET 及び KiK-net 観測加速度 

 表 2.1 K-NET 及び KiK-net 観測地点の概要 

※最大加速度は K-NET、KiK-net(地表)より 

 

2.2 強震観測網加速度分布図（K-NET、 KiK-net） 

 K-NET 及び KiK-net で観測された地表での最大加速度分図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 K-NET、KiK-net 観測加速度分布図 

コード 観測点名 地表面最大加速度 gal 計測震度 震央距離 km 

IWT001 種市 807.2 5.6 79 

AOM012 八戸 623.1 5.6 92 

IWT007 釜石 550.8 5.1 50 

IWT010 一関 397.0 4.9 99 

K-NET 

MYG013 仙台 145.5 4.3 173 

コード 観測点名 地表面最大加速度 gal 計測震度 震央距離 km 

IWTH02 玉山 1019.3 - 30 

IWTH12 九戸 716.2 - 55 

IWTH09 久慈南 524.1 - 43 

KiK-net 

IWTH27 陸前高田 433.1 - 76 
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3．強震観測記録 

3.1 強震観測記録の概要（K-NET） 

（1）地盤状況 

K-NET 種市（IWT001）は、表層から 1m まで盛土層であり、6m 付近まで N値 10 以下の粘性土と砂の互

層で、それ以深は風化岩が分布し N値 50 以上を示している。 

K-NET 八戸（AOM012）は、表層から 1.5m まで盛土層であり、3.8m 付近まで N 値 5 程度の火山灰質粘

性土、5.8ｍ付近まで N値 40 以上の礫、それ以深は 20m 付近まで N値 10～20 の砂質土が分布している。

20m までは Vs＜400m/s である。 

K-NET 仙台（MYG013）は、表層から 6m 付近まで軟弱な粘性土層を主体とし、それ以深は 14ｍまで Vs

＞400m/s の礫層が分布し、以深は風化岩が分布している。 

 

（2）時刻歴波形 

K-NET 種市（IWT001）は、水平動の方が上下動よりも大きな加速度を観測しているが、地震発生から

15 秒程度までは上下動の方が大きい。水平動では南北方向のほうが大きい加速度を観測している。 

K-NET 八戸（AOM012）は、同じく水平動の方か上下動より大きな加速度を観測しているが、水平動で

は東西方向のほうが大きい加速度を観測している。 

K-NET 仙台（MYG013）は、同じく水平動の方が上下動より大きな加速度を観測しているが、最大加速

度はスパイク状の部分で観測されている。 

 

（3）応答スペクトル 

 地震動の応答スペクトル（h＝5％）を求めた（解析区間は 50 秒）。 

 K-NET 種市（IWT001）は、加速度・速度応答スペクトル共に 0.3 秒付近に卓越周期が確認できる。ま

た、加速度応答スペクトルの上下動では 0.1 秒付近に卓越周期が確認できる。 

K-NET T 八戸（AOM012）は、加速度応答スペクトルでは 0.1～0.35 秒付近に卓越周期が確認できる。

また、速度応答スペクトルでは 0.35 秒付近に卓越周期が確認できる。 

K-NET 仙台（MYG013）は、加速度応答スペクトルでは 0.15～0.35 秒付近に卓越周期が確認できる。 

いずれにしても加速度・速度応答スペクトル共に 0.15 秒付近～0.4 秒付近の比較的短周期側に卓越周

期が確認できる。 
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図 3.1 K-NET 種市（IWT001）観測記録並びに応答スペクトル解析結果 
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加速度応答スペクトル　K-NET八戸
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 図 3.2 K-NET 八戸（AOM012）観測記録並びに応答スペクトル解析結果 
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加速度応答スペクトル　K-NET仙台
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図 3.3 K-NET 仙台（MYG013）観測記録並びに応答スペクトル解析結果 
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3.2 強震観測記録の概要（KiK-net） 

（1）時刻歴波形 （KiK-net 玉山（IWTH02）） 

KiK-net（地表―地中同時観測)で一番大きな加速度が観測された玉山（IWTH02）を記載する。地表に

設置された加速度計の三成分（NS,EW,UD）の内、特に水平方向の NS 方向が他の二方向に較べ大きく

1019.3gal を示し、最も小さいのはＵＤの 593.5gal である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4 KiK-net 玉山（IWTH02）地表での観測記録 

 

図 3.5 KiK-net 玉山（IWTH02）地中での観測記録 

NS 最大加速度 1019.3gal 

EW 最大加速度 683.8gal 

UD 最大加速度 593.5gal 

UD 最大加速度 21.4gal 

EW 最大加速度 45.4gal 

NS 最大加速度 37.4gal 
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（2）KiK-net 玉山（IWTH02）の応答スペクトル 

KiK-net で観測された最大の加速度であった KiK-net 玉山（IWTH02）の地表での応答スペクトル（h

＝5％）及び柱状図を示す。加速度応答スペクトルでは水平方向(NS)のものが大きな値を示し 0.2 秒付

近が最大で 4500gal、上下方向では 0.1 秒付近で 3500gal と短い周期で非常に大きな値を示す。 

図 3.6  KiK-net 一関西（IWTH25）地表面の応答スペクトル及び柱状図 

地質状況は、柱状図より地表面から11mまでは未固結地盤、11m～19m間はVs=450m/sの粘板岩と砂岩、

19m 以深は粘板岩と砂岩の互層で構成されており、59m までが Vs=780～1900m/s、それ以深は 105ｍまで

Vs=2300m/s を示しており、孔底に地中の地震計が設置されている。 

地表面と地中の応答スペクトルを比較すると、NS 成分を示すが、特に 0.2 秒付近で地中から地表への

増幅が多い。いずれにしても今回の地震波の特性は短い周期のものが卓越していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.7  KiK-net 一関西（IWTH25）地表面と地中の応答スペクトル  
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加速度応答スペクトル　K-NET,　KiK-net（地表）
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（３）観測地点での応答スペクトルの比較 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.8 K-NET 種市､八戸､仙台、KiK-net 玉山､九戸(地表)の加速度応答スペクトルの比較 

 

3.2 過去の被害地震との応答スペクトルの比較 

（１）2007 年 6 月 14 日に発生した岩手・宮城内陸地震との応答スペクトル比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.9 2007 年 6 月 14 日に発生した岩手・宮城内陸地震との比較 
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図 3.9に示すように水平動の NS方向では今回の地震の方が周期のピークはやや長く 0.2～0.3 秒付近

であり、岩手・宮城内陸地震のピークは 0.08～0.2 秒付近とやや周期は短い。また、上下動でも周期特

性は同じ傾向にあるが、応答値は圧倒的に岩手・宮城内陸地震の方が大きい（岩手・宮城内陸地震の一

関西の観測点は、震源地の直上に位置し、直下型で震源も浅いことが主な原因）。 

 

（２）最近発生した被害地震の応答スペクトル 

 最近発生した被害地震の応答スペクトル(加速度・速度)を図 3.10 に示す。 

 

※1995 年兵庫県南部地震の神戸海洋気象台は、最も被害が大きかった地区からやや離れている。 

図 3.10 最近の被害地震と新潟県中越沖地震(柏崎･小千谷)の加速度・速度応答スペクトル 
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